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LHD実験においては、体積平均ベータ値が約 5%の安定なプラズマが得られている。高ベータ LHDプラズ
マは周辺部にて磁気丘が存在するため、理論的にはMHD不安定性が常に不安定である。したがって、MHD

不安定性が線形不安定ではあるが、その飽和状態は閉じ込めに大きな影響を与えていないと考えられる。こ
のような高ベータ LHDプラズマの保持メカニズムを解明するために、非線形MHDシミュレーションコード
MIPSを用いて解析を進めてきた [1,2]。等方的な熱伝導係数を仮定したもとでは、線形段階においてはプラ
ズマ周辺部にて抵抗性バルーニングモードが成長するが、非線形過程において不安定性の影響がプラズマ中
心まで及ぶことで中心圧力の低下が引き起こされ、実験で得られているような高ベータプラズマを安定に維
持できないことがわかった（図 1）。したがって、高ベータプラズマの維持を説明するためには、二流体効果、
熱伝導係数の異方性、プラズマ流、などの効果が重要になっていると考えられる。そこで本研究においては、
熱伝導係数の異方性に着目する。実際のプラズマでは、磁力線に平行方向の熱伝導は非常に大きく、トーラス
の外側に局在化するバルーニングモードに対して抑制効果があると考えられる。本講演では、MIPSコードへ
の磁力線に平行方向の早い熱伝導の効果の導入、および、熱伝導係数の異方性の抵抗性バルーニングモード
への影響について報告する。

図 1: 等方的な熱伝導係数を仮定したもとでの高ベータ LHD配位プラズマに対する非線形MHDシミュレー
ションで得られた圧力分布の時間発展の様子。上段は縦長ポロイダル断面における圧力の等値面、下段は同断
面での z=0における圧力分布を表している。
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